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記者発表日 病院 記者発表概要 令和７年度評価への反映

1 令和7年5月2日
精神医療
センター

令和７年１月に入院患者が搬送先病
院で死亡（レベル５）。入院中の患
者が病室内で心肺停止の状態で発見
された。

院内事故調査委員会において調査中の
ため、現時点では、評価の対象としな
い。

2 令和7年6月17日
こども医療
センター

令和３年10月に発生した医療事故
（レベル５）に関する医療事故調
査・支援センター調査報告書を公表
した。

当該医療事故を契機として、すでに
「『42の提言』アクションプラン」を
作成し、必要な対策を実施中のため、
評価を下げる要素とはしない。

3 令和7年10月1日 がんセンター

令和７年９月に、入院中に予期せず
患者が死亡（レベル５）。食道がん
の手術後に、経腸栄養剤を投与する
ための腸瘻チューブが十二指腸を穿
孔していたことが判明した。

院内事故調査委員会において調査中で
あるが、事故発生から約４ヶ月間半、
手術を休止し、県民への医療提供に大
きな影響を与えた。また、手術休止
中、医療安全体制の点検等を行い、ガ
バナンスの再構築、診療にかかわるマ
ニュアルの整備などを行った。県民へ
の影響の大きさを考慮し、これらの対
応等について評価に反映する。

4 令和7年12月25日 がんセンター

令和６年３月に撮影したＣＴ検査画
像について、がん再発を示唆する所
見を見落としていたことが令和７年
７月に判明した（レベル３ｂ）。

がんセンターにおいて再発防止策が図
られていることから、評価を下げる要
素とはしない。

5 令和8年3月30日
精神医療
センター

令和５年５月に発生した医療事故
（レベル５）について、院内医療事
故調査委員会の報告書等を公表し
た。

当該報告書に基づく再発防止策が図ら
れていることから、評価を下げる要素
とはしない。

令和７年度中に記者発表を行った医療事故の評価について











 

1 

 

 

 

 

 令和３年 10月に発生した医療事故に関わる医療事故調査・支援センター 

調査報告書について 

 

 令和３年 10 月、当院において発生した医療事故※１について、一般社団法人日本医療

安全調査機構医療事故調査・支援センター※２から「医療事故調査・支援センター調査報

告書「（以下「センター報告書」という。）」の交付がありましたので、個人が特定されな

い範囲で別添のとおり公表します。 

 当院としては、センター報告書に記載された医療機関に向けての提言を真摯に受け止

め、今回の医療事故を契機として策定された「神奈川県立病院機構医療安全推進体制に

係る外部調査委員会による『42の提言』アクションプラン※３」に基づき、引き続き再発

防止に向けて職員一体となって取り組んでいきます。 

 なお、センター報告書に記載された「Ⅹ．要約」は次のとおりです。 

 

【医療事故調査・支援センター調査報告書から「Ⅹ．要約」を全文抜粋）】 

 Ⅹ．要約 

 ● 事例概要 

  患児は 5 歳、男児。アペール症候群のため、顔面骨骨切り術 (Le FortⅡ型)・骨延

長術を受けた。術後 1 日、経管栄養と内服の注入を開始し、術後 2 日から 39℃に発熱

した。術後 3 日、午前中の胸部 X線検査結果で肺炎や無気肺の所見はなかったが、夕

方から 41℃以上の発熱と嘔吐、下痢を認めた。術後熱と判断し経過観察したが、その

後も症状が持続した。術後 5 日、動脈血酸素飽和度（SpO2）と心拍、血圧が低下した

ため、心肺蘇生を施行したが同日死亡した。 

  

 ● 死因 

  死因は、循環血液量減少性ショックをベースとした敗血症性ショックの可能性が高

いと推測する。死因にはいくつかの原因が複合的に関わっていると考えられるが、特

定することは困難であった。 

 

 ● 医療機関に向けての提言 

 (1) 複数の併存症がある患者の高侵襲な手術後の管理を、経験の浅い医師が行う場合、

上級医は患者について積極的に情報を共有し、診療科内の医師と共に治療方針に

ついて検討するなど、体制を見直すことが求められる。また、主科、併存症に関

係する診療科、救急科の医師などがチームを組み、術前にカンファレンスなどで 

患者情報を共有した上で管理を行うことが望ましい。 

 (2) 長時間の手術後や術後合併症の発症が予測される場合には、治療方針、観察ポイ

ント、医師への報告基準など術後の管理体制について検討し､医師・看護師間で共

有することが求められる。特に、術後の検査や約束指示については、具体的な取

り決めを作成することが望ましい。また、術後早期に何らかの理由で動脈ライン

を抜去した場合には、可能な範囲で再挿入すること、気管切開カニューレを挿入

している患者の呼吸管理には、カフ付きカニューレなどの必要な医療デバイスを、 
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チームで情報共有・協議の上、予め準備しておくことが望ましい。 

 (3) 急変時に「心肺蘇生フローチャート」に則った対応が行えるよう、院内における

シミュレーショントレーニングの実施体制を整備すること、ショックの病態につ

いて、研修会や勉強会などを通して再認識し、適切な判断ができるような教育体

制を構築することが求められる。また、異常事態を早期発見できるような院内の

プロトコールを構築すると共に、緊急応援要請体制の見直しが求められる。 

 (4) ＨＣＵから一般病棟に転棟する際には、患者の状態やそれに対する治療などの情

報を共有した上で必要な検査を行い、転棟が可能な状態かを判断することが求め

られる。合わせて「患者にどのような変化があった場合にＨＣＵに再入室するか」

に関して、医師・看護師を含めた診療チーム全体で共有することが望ましい。 

 (5) ＩＣの際に用いられる定型の説明・同意書には、手術以外の治療選択を記載した

上で説明すること、家族の相談内容や理解度について診療記録に記載することが

求められる。また、術後に想定外の症状が持続し、家族から不安の訴えがある場

合には、医師と看護師が患者の病状や家族の訴えを共有し、速やかに病状説明が

行えるような体制の構築が求められる。 

 

※１ 令和３年 10 月に発生した医療事故については、令和５年９月に院内事故調査報 

告書を公表しています（参考資料１、又は次のホームページをご覧ください）。 

  医療事故の調査結果と再発防止策について（令和５年９月７日記者発表資料） 

  （https://kanagawa-pho.jp/information/press/20230907.html） 

 

※２ 一般社団法人日本医療安全調査機構医療事故調査・支援センターが行う調査の流

れについては、参考資料２及び次のホームページをご覧ください。 

  １．医療事故調査制度について（一般社団法人日本医療安全調査機構医療事故調査・

支援センターホームページ） 

  （https://www.medsafe.or.jp/modules/public/index.php?content_id=2#anc02） 

 

※３ 今回の医療事故を契機として策定された「神奈川県立病院機構医療安全推進体制 

に係る外部調査委員会による『42の提言』アクションプラン」の取組状況は次のホ

ームページをご覧ください。また、神奈川県立病院機構の院内死亡事案発生時の基

本フローチャートは参考資料３をご覧ください。 

  「42 の提言」アクションプランの令和６年度達成状況報告 

  （https://kanagawa-pho.jp/information/press/20250318.html） 

 

 

問合せ先 

 神奈川県立こども医療センター 

 副院長 石川、事務局長 中島 

   電話 045-711-2351（代表） 

 





 





 









 

 











 







  

 

     

  



胃食道外科（食道がん・胃がん）手術再開のお知らせ 

 

患者様、ご家族の皆様 

医療機関の皆様 

 

この度は、令和７年９月 17 日から当院における食道がん及び胃がん手術の一時中止によ

り、多大なるご心配とご迷惑をおかけいたしましたことを、改めて深くお詫び申し上げま

す。 

この間、医療安全体制の点検と強化を行うとともに、意思決定や情報共有の在り方を見直

すなど、病院全体としてのガバナンスの再構築に取り組んでまいりました。 

あわせて、診療にかかわるマニュアルの整備と、それを継続的に改善していく仕組みの構

築、ならびに外部有識者によるチェック体制の整備など、再発防止に向けた取組を進めて

まいりました。 

その結果、今後も継続的な点検と改善を行う体制のもとで、手術を再開できると判断いた

しましたので、令和８年２月２日以降、順次食道がん及び胃がんの手術を再開することを

ご案内申し上げます。 

手術再開にあたり、患者様には主治医より改めて詳細なご説明を差し上げ、今後の治療計

画についてご相談させていただきます。ご不明な点やご不安な点がございましたら、ご遠

慮なく主治医または担当看護師にお申し付けください。 

当院は、今後も医療安全を最優先に、全職員が一丸となって、患者様が安心して治療を受

けられる環境づくりに取り組むとともに、継続的な点検と改善を通じて、医療の質と安全

性の向上に努めてまいります。 

 

令和 8 年２月 

神奈川県立がんセンター 

病院長 酒井 リカ 
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